
読みの上、『ち全上のご注意』に従い正しくお使い下さしお読みにな 


つた後は保証書、「ご相談窓口 •修理窓□のご案内」と一緒に必ず保管し 
て下さい。また、この製品は一般家庭用として作5れたものでず。営業 
目的で使用し故障した場合は、保証期間内でも有償修理を承りまず。 
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この表示の欄は「人び死 t または重傷を負ラ危険 
び切迫して生じることび想定される内容」を示し 
ています。 


この表示の欄は「人び死 t または重傷を負う可能 
性び想定される内容」を示しています。 


この表示の欄は r 人び傷害を負ラ可能性び想定さ 
れる内容及び物的損害のみの発生び想定される 
内容」を示しています。 


A 


絵記号の例 


A 記号はミ主意（警告を含む）しなければならない内容であることを 
示しています。図の中に具体的なミ主意内容(左図の場合は感電ミ主意） 
び描かれています。 

( S ) 記号は禁止（やってはいけないこと）を示しています。図の中 
や近くに具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）び描かれて 
います。 

♦記号は行動を強制したり指示する内容を示しています。図の中に 
具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントから抜く） 
び描かれています。 


参ご使用の前にこの「安全上のご注意」と「取扱説明書」をよくお読みの上、正し 
くお使いください。 

参お読みになった樹ま、いつでも見られる所に必ず保をしてください。 

この安全上のごを意、取扱説明書および製品への表示は、製品を安全に正しくお 
使いいたださ、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するた 
めに、いろいろな絵表示をしています。その表示と意妨ま次のようになっています。 


ま全上のごを意 

ま全に正しくお使いいただくために、必ずお守り下さし、。 


お 

を 
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A 警告 


【異常時の処置】 

万一煙び出ている、変なにおいや音びするなどの異常状態のまま 
使用すると乂災•感電の原因となります。すぐに機器本体の電源 
スイッチを切り、必ず AC アダプターをコンセントから巧いて下さい。 
煙び出なくなるのを確認して販売店に修理をご依頼下さい。お客 
様による修理は危険ですから絶対おやめ下さい。 


万一内部に水や異物等び入った場合は、まず機器本体の電源スイ 
ッチを切り、 AC アダプターをコンセントから抜いて販売店にご連 
絡ください。そのまま使用すると火災•感電の原因となります。 

處 

万一本機を落としたり、破損びある場合は、機器本体の電源スイッ 
チを切り、 AC アダプターをコンセントからないて販売店にご連絡 
ください。そのまま使用すると乂災•感電の原因となります。 


【設置】 

AC アダプターの電源コードの上に重いをのをのせたり、コードび 
本機の下敷きにならないようにしてください。また、電源コードび 
弓1っ張られないようにしてください。コードび傷ついて、火災•感 
電の原因となります。コードの上を敷物などで覆うことにより、そ 
れに気付かず、重い物をのせてしまラことびあります。 

0 

放熱をよくするため他の機器、壁等か b 間隔をとり、またラックに 
入れる時はすさ間をあけてください。また、次のような使いちで 
通風孔をふさびないでください。内部に熱びこをり、乂災の原因 
となることびあります。 

-あおむけや、逆さまにする。 

•押し入れなど、風通しの悪い狭いところに押し込む。 

•テーブルク□スなどをかける。 

0 

I 使用環利 

この機器に水び入ったり、めらさないようにごミ主意ください。風呂 
場等では使用しないでください。乂災•感電の原因となります。雨 
天、降雪中、海岸、水辺での使用は特にごを意ください。 

0 
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表示された電源電圧（交流1日日ボルト5日/6日 Hz ) 外の電圧 
で使用しないでください。火災•感電の原因となります。 

0 

この機器を使用でさるのは日本国内のみです。船舶などの直流 （D 
C ) 電源には接続しないでくださし、火災の原因となります。 

0 

【使用方法】 

本機の上に巧びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水などの入っ 
た容器またはルさな金属物をおかないでくださし^。こぼれたり、 
中に入った場合、乂災•感電の原因となります。 

0 

本機の通風孔などから、内部に金属類や燃えやすいをのなどを差 
し込んだり、落としたりしないでくださし^。火災•感電の原因とな 
りまず。特にお子様のいるご家庭ではご注意ください。 

0 

本機のカバーを外したり、改造したりしないでください。内部には 

電圧の高い部分びあり、火災•感電の原因となります。内部の点検11 

•整備•修理は販売店にご依頼ください。 

AC アダプターの電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に曲 
げたり、ねじったり、ひっぱったり、加熱したりしないでください。コ 
-ドび破損して乂災•感電の原因となります。コードび傷んだら（お 
線の露出、断線など）販売店に交換をご依頼ください。そのまま 
使用すると乂災•感電の原因となります。 

0 

雷び鳴り出したら、充電用接点や電源プラグに触れないでください。 
感電の原因になります。 

0 

付属外の AC アダプターを使わないで<ださい。破揚•液漏れや、 
過熱などにより、火災、ケガや周囲の汚損の原因となります。 

0 
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ミ主意 


陪置】 

めれた手で AC アダプターを巧さ差ししないでください。感電の 
原因となることびあります。 

0 

電源を入れる前には音量を最小にしてください。突然大きな音び 
でて聴力障害などの原因となる事びあります。 

A 

テレビ、オーディオ機器等に本機を接続する場合は各々の機器の 
取扱説明書をよく読み、電源を切り、説明に従って接続してくださ 
い。また、接続は指定のコードを使用してください。 

A 

【使用方法】 

通電中の AC アダプターに長時間ふれないでくださし、長時間皮 
膚び触れたままになっていると、低温やけどの原因となることび 
あります。 

0 

ヘッドホンをご使用になるときは、音量を上げすざないようにごミ主 
意ください。耳を刺激するよラな大さな音量で長時間続けて聞く 
と、聴力に悪い影響を与える事びあります。 

A 

旅行などで長時間ご使用にならない時は、安全のため必ず AC ァ 
ダプターをコンセントから抜いてください。 

【保ホ与胤 

己年に一度くらいは内部の掃除を販売店などにご相談ください。 
内部にほこりびたまったまま、長い間掃除をしないと乂災や故障 
の原因となることびあります。特に湿気の多くなる梅雨期の前に 
行ラとより効果的です。尚掃除費用については販売店などにご相 
談ください。 

A 

お手入れの際は鮮のために AC アダプタ-を]ンセントか5抜 
ぃ " C 行ってくださぃ。 
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電池についての安全上のご注意 


液漏れ•破損•発熱•発乂による大けがや失明を避けるため、 
下記の注意事項を必ずお守りください。 


本機では下の電池をお使いいただけます。電池の種類につい口ま、電池本体上 
の表示をご確認 <ださい。 

•充電式電池 ♦乾電池 

ニッかレ水素 ( Ni - MH ) 単3形 アルカ IJ 単3形マンガン単3形 


A 危険充電式電池について 


参付属の充電式電池を他の機器に使用しない。 

•機器の表示に合わせて+と一を正しく入れる。 

参本機外で充電しない。 

参火の中に入れない。分解、加熱しない。 

•火のそばや直射日光のあたるところ•炎天下の車中など、高温になる場所で使用•保 
管•放置しない。 

参コイン、キー、ネックレスなどの貴金属と一緒に携帯•保管しない。 

ショートさせない。 

参外装のビニールチューブをはびしたり傷つけない。 

参液漏れした電池は使わない。 

•指定された種類外の充電式電池は使用しない。 

参長時間使用しないとさは取り外す。 

参不要となった電池を破棄する場合は、各地ち自治体の指示(条例)に従って処理 
してください。 


A 警告乾電池について 


参機器の表示に合わせて+と一を正し < 入れる。 

参充電しない。 

参乂の中に入れない。分解、加熱しない。 

参乂のそばや直射日光のあたるところ•炎天下の車中など、高温になる場所で使用係 
管•放置しない。 

参〕イン•キースックレスなどの貴金属と一緒に携帯•保管しない。 

ショートさせない。 

•外装のビニールチューブをはびしたり傷つけたりしない。 

参液漏れした電池は使わない。 

参指定された種類！;(外の電池は使用しない。 

•不要となった電池を破棄する場合は、各地ち自治体の指示(条例)に従って処理 
して < ださい。 


お使いになる前に 
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注意 


参使い切った電池は取りはずす。長時間使用しないときも取りはずす。 
参新しい電池と使用した電池、種類の違ラ電池を混ぜて使わない。 


镑 

Ni-MH 


お願い 

使用済み充電式電池は貴重な資源です。端子（金属部分）にテープを 
貼るなどの処理をして、充電式電池リサイクル協力店に持参ください。 
充電式電池の回収 • U サイクル及び I 」サイクル協力店については、 
社団法人電池工業会ホームページ 
http :// www . baj . or . jp / を参照して下さい。 


液をれび起こった時は、電池入れについた液をよくふき取ってか 
ら新しい電池をいれてください。 


アルカリ電池の液が漏れたときは ••• 

素手で液をさわ5ない 

参アルカリ電池の液び目に入ったり、身体や衣服につくと、失明やけび、皮膚の炎 
症の原因となることびあります。そのとさに異常びなくてち、液の化学変化によ 
り、時間びたってから症状び現れることびあります。 

必ず次の処理をする 

参液び目に入ったとさは、目をこすらず、すぐに水道水などのきれいな水で充分洗 
し、ただちに医師のミ台擦を受けて下さい。 

• 液び身体や衣服についたとさは、すぐにされいな水で充分洗い流してください。 
皮膚の炎症やけびの症状びあるとさは、医師に相談してください。 
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主な特長 


Hi - Performance & Hi-Quality (高性能 • 高品質) 


•全てのソースを高品位なヘッドホンサラウンドへ変貌させるドルビーヘッドホン搭載 
参「ノイズレス」「広帯域」「高音質」非圧縮デジタル赤外線伝送ち式を採用 
参最新のドルビー*プ□□ジック n 、ドルビーデジタル、 DTS**MPEG-2 AAC*** デコーダ 
-内蔵。 DVD、 ゲーム機、ノ くソコンはもちろん、ビデオやテレビもマルチチヤンネルヴラウ 
ンド音場再生を実現 

•デ〕ーダーに 48bit プ□セッシング DSP を採用。高精度かつ高音質に各種音声フォーマッ 
卜をデコードします。 

参040の大口径振動板ヘッドホンユニット採用による臨場感あふれる迫カサウンドを実現 


Easy Use (気軽に使えて簡単操作) 


参ケーブル1本で AV 機器と簡単接続、オート機能で簡単操作 
•ス U ム&スモールデヴィン 
参縦•觀両方の置き方び出来るフ U- レイアウト 

•専用ヘッドホン （SE-DHP8 日日 n •月 Ij 売り）を増設することで、多人数でサラウンドサウンド 
を楽しむことび可能 

•コード付をヘッドホンを使用でさるヘッドホン端モとボ U ュームを装備 
•ヘッドホンの電源は、付属の充電式ニッケル水素電池でち市販の乾電池でち使用可能 
•ヘッドホンに操作び容易な大型ボ1」ューム装備 
•ムレやべ夕付さを防止するファブ U ック素材の快適イヤーパッド 
参オートパワー日 FF 機能搭載のへッドホン 


本、本本本 

本機はドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づき製造されています。 

ドルビー、 Dolby、pro Logic 、 ダブル D 記号及び AAC □コ'は、ドルビーラボラト 
U —ズの商標です。 

AAC パテント No. 

Pat. 已,848,391: 5,291，已已ス5,451,9已4:已400 433:已,222,189:己3已7,已94: 

已752 225: 5,394,473; 5,583,962; 5,274,740:已,633,981:已297 236: 

4,914,701: 5,235,671: 07/640,550:巳,日79,430: 08/678,666; 98/0303ス 
97/0287日: 97/02874： 98/03036:日,227,788:日.285,498: 5,481,614： 

已，日92,584:巳, 78] ,88致08/039,47致08/211,547:己,703,日99: 08/557,046; 
08/894,844: 5,299,238: 5,299,239:巳,299,240:巳,197,08ス5,490,170; 

己,264,846:已,26致68日;己,37己,189:日,已81,654:日,已48,己74:己71 7,82] 


林 DIGITAL 

榻まデジタル•シアタ-システムズ社からの実施権に基づき製造されています。 

DTS、DTS DIGITAL SURROUND はデジタル•シアターシステムズ社の商標です。 

SURROUND 


□□1 DOLBY I 

DIGITAL 
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_ 製品の構成 _ 

本機をお使いになる前にすベてそろっているか確かめてください 



縦置き用スタンド 




AC アダプター 



専用充電式ニッケル水素 
電池に本） 



光デジタル接続ケーブル 
(角型-角型） 



取扱説明書 

保証書 

ご相談窓□•修理窓□のご案内 
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各部の名称と働を 

トランスミッター天面 


⑨ 



① スタンノ くイ/オンボタン 

電源をオン/オフします。 

② スタンノ くイインジケーター 
電源び入ると消灯します。 

電源び待機状態になると点灯します。 

③ 充電インジケーター 
充電池を充電中に点灯します。 

充電終了後消灯します。 

④ ド J レビー ヘッドホン モー ドボタン 
ド'ルビーヘッドホンモード (DH1 /DH2 / 
DH3/0FF) の切り替えに使います。 


⑥ドルビープ□□ジック n モードボタン 

ドルビープ □□ジック n モード (AUTO/MOVIE 
/MUSIC/OFF) の切り替えに使います。 

⑥ 入力切り替えボタン 

入力 （D に ITAL ] /DIGITAL2/ANAL 日 G) の 
切り替えに使います。 

⑦ 音量つまみ 

前面 PHONES 端子につないだヘッドホン（別 
売り）の音量を調整します。 

⑧ 電池ケース 

電池ブタのつめ部分を引っ張るとフタび開き 
ます。付属充電池を充電する際に使用します。 
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各部の名称と働き 

トランスミッター前面 



① 赤外線発光部 

ホが線を発光する部分で、左ち2力所に 
あります。ホが線発光部び正面から見通 
せる位置に設置してください。 

② デコードモードインジケーター 
入力された音声信号の記録ち式をトラン 
スミッターび自動判別して点灯します。ド 
ルビーデジタル/ DTS/AAC/PCM など 
の音声切り換えは、接続した機器側 （DVD 
プレーヤー、目 S デジタルチューナーなど） 
で行ってください。 

•□□D: ドルビーデジタルのビットストリー 
ム信号を検知していることを示します。 
•AAC:AAC のビットスト U- ム信号を検 
知していることを示します。 

•DTS:DTS のビットスト U —ム信号を検 
知していることを示します。 


③ ドルビーヘッドホンモードインジケーター 

ド'ルビーヘッド'ホンモード' (DH ]/DH2/DH3) 
をお TJX します。 

④ ドルビープ□□ジック n モードインジケーター 

ドルビープ □□ジック n モード (AUT 日/ MOVIE 
/MUS に）を表示します。 

⑥入カインジケーター 
選択している入力 （DIGITAL ] /D に tAL2/ 
ANAL 日 G) を表示します。 

⑥ PH 0 NES 5 品子 

ヘッドホン用の接続端子です。 

※付属のコードレスヘッドホンと同じサラウンド 
処理された音声び出力されます。 
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各部の名称と働を 

トランスミッター背面 


①③ ③ ④⑥ 



① DC IN 端子 簡しくは 21 ぺージ） 

付属の AC アダプターをつなざます。（必ず付属の AC アダプ 
夕一をお使いください。プラグの極性など異なる製品を使うと、 
故障の原因となり危険です。） 

② ATT スイツチ （詳しくは 20 ぺージ） 

アナ□グ入力で音声び小さい場合は rOdBJ に切り替えます。 
通常は r -8 服」にして使います。 

③ LINE IN (ライン入力）端子 簡しくは 2 日ぺージ） 
ビデオデッキやテレビなど、 AV 機器の音声出力端子に接続し 
ます。 

©DIGITAL IN 2 COAX 

(デジタル入力 2 同軸入力）端子 辯しくは 19 ぺ-ジ） 

DVD プレーヤーや LD プレーヤー、 CD プレーヤーなどデジタ 
ル機器の同軸デジタル出力端子に接続します。 

⑥□に ITAL IN 1 OPT 

(デジタル入力 1 光入力）端子 (詳しくは 19 ぺージ） 
DVD プレーヤーや LD プレーヤー、 CD プレーヤーなどデジタ 
ル機器の光デジタル出力端子に接続します。 
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各部の名称と働き 

へツドホン 



① vou 音量）つまみ 

音量を調整します。 

② フリーアジャストバンド 

頭にかけると自動的にフィットします。 

③ POWER (電源）インジケーター 

電源スイッチを日 N にすると点灯します。 

④ P 日 WER (電源）ボタン 

電源をオン/オフします。 


⑥ 電池ヶース 

電池ブタの突起部分を巧してスライドさせる 
とフタび開さます。付属充電式電池及び単3 
形乾電池用です。 

⑥ ホ外線受光部 

左ち2力所にありまず。 

⑦ イヤーパッド 


14 






















電池の入れ方 



.電池ぶたの突起部を押しなびら、左に 
スライドさせてふたを開けます。 


① 



〕®l 

1 ① 



〕® 


2.極性表示通りに電池を入れます。 


3.電池ぶたをちにスライドさせて、ふた 
を閉めます。 


使用する電池について 

ヘッドホンの電源には付属充電池を2本または単3形乾電池を2本使用します。 
使用する電池は2本とを同じ種類のちのを使用してください。 


電池の交換時期 

電池び消耗すると POWER インジケーターび消え、音び出なくなります。付属充電池の場合、 
「充電のしかた」に従って充電してください。乾電池の場合は乾電池を2本とち新しいをのと 
交換してください。ヘッドホンを連続使用した場合の電池の寿命はおおよそ iU 下のとおりです。 


付属充電池（フル充電時） 
単3形アルカリ電池 
単3形マンガン電池 


約20時間 
約29時間 
約] ] 時間 


接続と準備 
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巧電のしかた 



1. トランスミッターの DC IN 端子に 
付属 AC アダプターのプラグを差 
し込み、 AC アダプター本体を電 
源コンセントに差し込みます。 

2. トランス三ッターの電池ケース 
部のふたを開けます。 

3. 極性表示通りに付属充電池を入れ、 
ふたを閉めます。 


m 



① 

®〔 



0)1 


4. トランスミッターの充電インジケ 
一夕一び点灯し、充電を開始しま 
す。10時間でフル充電状態にな 
り、充電インジケーターび消灯し、 
充電を終了します。 


充電インジケーターについて 辯しくは11ぺージ） 

赤色点灯 . 充電中 

充電インジケーターび点灯しない、または点滅するとさは、正常な充電状態ではありません。 
の事び考えられるので、充電池挿入口などを確認してください。 

•充電池び正しく挿し込まれていますか？ 

♦充電池の向き（プラス （+) 端子とマイナス （一) 端子）び表示と同じですか？ 
•トランスミッターの充電端テび巧れていませんか？ 

•付属の充電池!;(外の電池び入っていませんか？ 

充電開始曰秒後に充電インジケーターが消灯した場合は充電池の著しい努化が 
考え5れます。その場合は、新しい巧電池とお取替えください。 

新しい充電池については、ご相談窓口または、お買いホめになった販売店に 
ご相談ください。 

最初にお使いになる時は、必ず充電してください。 

充電池の容量び減少すると、ヘッドホンを装着してち電源インジケーターび点灯せず、音び出 
なくなりますので、再度充電してください。 

充電時間の目安と使用可能時間 


充電時間 

使用可能時間 

2時間 

約4時間 

10時間 

約20時間 
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充電時のご注意 


♦ バッテ U - は化学反応を利用しています。 

周囲の温度の影響を受けやすいため、充電は極力10む〜3己むで行ってください。 

♦ 過充電はしないでください。 

バッテ U - 保護のため、フル充電したバッテ U - を何回も繰り返し充電しないでください。 
♦ 充電後はノ くッテ U —部分び暖かくなりますび異常ではありません。 

♦ 本機には、付属の AC アダプターをご使用ください 

付属じ(外の AC アダプターを使用しますと故障の原因になります。 

♦ 本機では、付属充電池がは使用しないでください。本機は安全のため、付属充電池のみ 
充電でさるようになっています。 

市販の充電池を使ってち充電でさませんのでご注意ください。 

♦ 本機で充電してを使用時間び短くなった場合は、電池の寿命びさていますので、お買い求 
めになった販売店にご相談ください。 


設置のしかた 


トランスミッターからの赤外線の届く範園ま、おおよそ下図の範囲ですので図に示された範 
囲内でヘッドホンび使用できるように、トランスミッターを設置してください。 

赤外線び届かない場合、ヘッドホンに三ユートびかかり、音び出ません。 



接続と準備 
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トランスミッターは横置さ/縦置さを好みで選ぶことびできます。 
ご購入状態は横置さで使用するよラになっています。 


縦置をで使用する場合。 

底面2力所のスタンドを取り付けているねじをプラスドライバーで外してくださし、。 



縦置さ用スタンドをスタンドの溝にはめてスライドさせてください。 

側面2力所のねじ穴に外したねじを使ってスタンドを取り付けてください。 



• 壁や不透明なガラスなどは赤外線を通しません。トランスミッターはヘッドホンをご使用 
になる場所から見通せる位置に設置してください。 

• トランス三ッターを設置するとさは、テレビの上など不安定な場所は避けて下さい。落下 
は思わめケガや故障の原因となります。 

• トランスミッターの赤外線発光部の明るさにムラびある場合びありますび、赤外線の届く 
範囲などの性能には影響ありません。 

• 直射日光やプラズマディスプレイなど、赤外線の影響を強く受ける場所に設置すると、音 
びとざれる場合びあります。 


1 
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接続のしかた 


デジタル機器との接続 


付属の光デジタルケーブル、又は別売りの同軸ケーブルを使って、 DVD プレーヤー、 LD プレ 
ーヤー、目 S デジタルチューナーなどのデジタル出力端子と、トランスミッターの□に ITAL IN 
端テを接続してください。 


トランス三ッター 



DVD プレーヤー、 LD プレーヤー、 
BS デジタルチューナーなど 
デジタ J レ出力端子のある機器 


参光デジタルケーブルは非常に精密に作られています。このため、外部からの力や衝撃に 
対して弱くなっておりますので、プラグを抜き差しするときは T 寧にお取り扱いください。 
• 本機には AC -3 RF 端子び装備されていませんので LD プレーヤーの AC -3 RF 信号を直 
接入力することはでさません。 

参本機のデジタル入力は 32 KHZ 、44.1 KHz 及び 48 KHZI 义外のサンプリング周波数には 
対応していません。闲応していないサンプリング周波数のデジタル信号び入力された時、 
D に ITAL 入カインジケーターび点滅します。） DVD プレーヤー側のデジタル出力に関す 
る設定を 48 KHZ にしてお使いください。 

• パソコンを使用してデジタル入力する場合は、動作保証は致しません。 


DTS について 


• DTS 音声で収録された DVD を再生するには、 DTS に対応した DVD プレーヤーび必要 
です。（詳しくはお使いの DVD プレーヤーの取扱説明書をご覧ください。） 

• DTS フォーマットの LD や CD で、早送り時や巻さ戻し時などにノイズび発生することびあ 
りますび、故障ではありません。 

• DVD プレーヤーの DTS デジタル出力端子び 「 OFF 」 や「切」になっている場合は 、 DVD 
メニューで DTS 出力を選択してを音び出ないことびあります。 

• DVD プレーヤーと本機をアナ□グで接続している場合、音び出ないことびあります。こ 
の場合は、デジタルで接続してください。 
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アナ□グ機器との接続 

別売りの才ーディオ接続コードを使って、ビデオデッキやテレビなどの音声出力端子と、 
トランスミッターの LINE IN ( L / R ) 端子を接続してください。 


LINE IN 端テへ 音声出力端子へ 



トランス三ッター 


■ n~T]n ク ^ Qii^D 
オーディオ接続コード(別売り） 

音声左（し白） 音声左（し白） 

音声ち （ R 、 ホ） 音声ち （ R 、 ホ） 


ビデオデッキ、 
テレビなど 


ポータブル機器などのステレオヘッドホン端子から LINE IN 端テへ接続するときは、市販の変 
換コード（ステレオミニプラグ—ピンプラグ X 2) などをお使いください。 

この場合、プレーヤー側のボ I 」ュームび低く設定されていると、ノイズび発生することびあり 
ます。 


ATT スイッチについて 

アナ□グ入力で音声びルさいときは、トランスミッター裏面にある ATT (ア 
ッテネーター）スイッチを rod 日」に切り換えてご使用ください。 

LINE ATT 

ATT 

-8 dB OdB 



位置 

視聴 ソース 

0服 

テレビやポータブル機器など、出カレベルの低いちの 

-8 d 巨 

その他の機器（出荷時の設定） 


无吉 ■ 

ATT スイッチは、必ず音量を下げてから切り換えてください。 

アナ□グ入力された音声び歪む（同時にノイズび発生する場合もあります）ときは、 ATT スイ 
ツチを r -8 dBj に切り換えてください。 
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電源の接続 


AC アダプター 



♦必ず付属の AC アダプター（極性統一形プラグ•」曰 TA 規格）をお使い下さい。プラグの極 
性など異なる製品を使うと、故障の原因となります。 



♦電圧やプラグ極性び同じ AC アダプターでを、電流容量その他の要因で故障の原因となり 
ます。必ず付属の AC アダプターをご使用ください。 


接続と準備 
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使い方 


1.トランスミッターに接続した機器の電源を入れる。 



2.スタンバイ/オンボタンを押して、トランスミッターの電源を入れる。 
スタンノ くイインジケーターび消打します。 




3.ヘッドホンの電源ボタンを押す。 

POWER インジケーターびホく点なし、電源び入ります。 



22 























































4. INPUT ボタンを押して、音声を聞く機器を選ぶ。 



点灯するインジケーター 

聞さたい音源 

DIGITAL 1 

D に ITAUN ] (日 PT ) 端子に接続した機器の音声 

□に tAL 2 

D に ITAL IN 2 ( COAX ) 端デに接続した機器の音声 

ANALOG 

LINE IN 端子に接続した機器の音声 


LINE IN 端テに接続して二重音声 ( MAIN / SUB ) の音源を視聴するときは、プレーヤーやテ 
レビ側で聞さたい音声を選んでください。 


日.手順4で選んだ機器の再生を始める。 

6.ドルビーヘッドホンモードボタン及びドルビープ□□ジック n モードボタンを 
繰り返し押して、出カモード（サラウンド効果）を選ぶ。 
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点灯するインジケーター 出カモード（サラウンド効果） 

マルチチヤンネルソース DH モード 



_ DECODE _ 

國回 ！□ 

□□D AAC DTS 



マ J レチチヤンネルのドルビーデジタルフ 


DOLBY HEADPHONE DOLBY PRO LOG に 11 

@(*)( 0 ) ◎ 
DH1 DH2 DH3 MOVIE AUTO MUSIC 


オーマットで記録された信号や DTS フオ 
ーマットで記録された信号をドルビーへ 
ッドホン再生 

前方に置かれた左ち2個のスピーカー 


に加え、1個のセンタースピーカー、後方 
に置かれた左ち2個のスピーカー、及び 
1個のスーノ —ウーファーから音び聞こ 
えてくるような効果び得られます。 


ドルビープ□□ジック n DH モード 



DECODE DOLBY HEADPHONE DOLBY PRO LOGIC 11 


画回 口 ◎ ® ◎ ( 9 )— ( 0 )—( 0 ) 

□□D AAC DTS DH1 DH2 DH3 MOVIE AUTO MUSIC 



ステレオソースをドルビープ□□ジック 
口でマルチチヤンネル化し、ドルビーへ 
ッドホン再生 

前方に置かれた左ち2個のスピーカー 
に力に、1個のセンタースピーカー、後ち 
に置かれた左ち2個のスピーカー、及び 
1個のスーパーウーファーから音び聞こ 
えてくるような効果び得られます。 


ステレオ ソース DH モード 



DECODE 

DOLBY HEADPHONE DOLBY PRO LOG に n 

' 回回回 ’ 

□□D AAC DTS 

@ 

DH1 

(®) @ @ 一 ◎ 一 ® 
DH2 DH3 MOVIE AUTO MUSIC 

\ -/ 


ステレオソースをドルビープ□□ジック 
口を「日 FF 」 にしてドルビーヘッドホン再 
生 

前ちにおかれた左ち2個のスピーカー 
から音び聞こえてくるような効果び得ら 
れます。 


ドルビーヘッドホンモード rOFF 」 

通常のヘッドホン再生。 



DECODE DOLBY HEADPHONE DOLBY PRO LOGIC E 


回回 □ ◎ ◎ ◎ ◎一 ◎一 ◎ 

□□d AAC DTS DH1 DH2 DH3 MOVIE AUTO MUSIC 
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7 .音量を調整する。 




PH 日 NES 端子に接続したヘッドホン（別売り）の音量を調整するには 
LEVEL つまみを回して調整してください。 


使用後 


8.ヘッドホンの電源ボタンを押して電源を切る。 
POWER インジケーターび消巧します。 


ヘッドホンは電源び入ってから約3時間経過すると 
自動で電源び切れます。継続してご使用の場合は、 
再度電源ボタンを押してください。 



9.スタンノ（イ/オンボタンを押してトランスミッターの電源を切る。 
スタンバイインジケーターび点灯します。 




2己 








































ドルビーへッドホンについて 


この製品にはドルビーヘッドホン技術び搭載されています。ドルビーヘッドホンは、 2 ch ステ 
レオヘッドホンでマルチチャンネル立体音響を楽しむためのヘッドホンバーチャル技術です。 
ヘッドホンを接続するだけで、ドルビーデジタル、 DTS を始めとする最新のマルチチャンネ 
ルソースはをちろん、ドルビープ□□ジック n デコード処理されたステレオソースからを、臨 
場感溢れる、高忠実度なヴラウンド音響のをたらす感動を手軽にお楽しみいただくことび可 
能です。 


K ルビーヘッドホンの効果 

通常ヘッドホンでステレオを聞くと、スピーカーのように眼前に音び定位することはなく、す 
ベての音び頭の中で鳴ってしまいます。ヘッドホンステレオになれている人たちにとってを 
この不自然さは快適なちのではなく、ましてや映画をヘッドホンで鑑賞することは大きな苦 
痛でした。ところびドルビーヘッドホンを聞くと、部屋に置かれたスピーカーび再現されるよ 
ラに聞こえます。 

部屋のタイプは3種類用意されています。 

DH 1 : ミキシングルームのように残響を抑えた空間 

DH 2 : 適度に残響のある一般的なリスニングルーム湖期設定では、この状態になってしほす） 
DH 3 : 小規模な映画館 


ドルビープ□□ジック n について 


ドルビープ□□ジツク日は全ての2チヤンネルソースを已 . 1チヤンネルで再生するためのデ 
]- ド技術で、メイン已チヤンネルの再生帯域はドルビーデジタル同様にフルバンドです。才 
U ジナル音源に対する色付けを極限まで排除し、高音質を維持しなびら、自然な空間表現を 
実現することび可能です。 


ドルビープ□□ジック n の各種モードについて 


AUTO モード（初期設定では、この状態になっています） 

AUTO モードは、入カソースによって MOVIE モードか MUS にモードを自動的に選択し 
ます。 

デジタル入力で DVD を再生したとさやアナ□グ入力時は MOVIE モードを還択します。 
デジタル入力で CD を再生したとさは MUS にモードを選択します。 


MOVIE モード 

MOVIE モードはステレオ音声による TV 番組やドルビーサラウンドエンコードされたす 
ベてのプ□グラムソースに向いています。ディスク U —卜日.]チヤンネル音響に迫る音場 
再現び巧能です。 

MUS にモード 

MUS にモードはあらゆるステレオ音楽録音で用いられ、広く深い音場を確保出来ます。 
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増設ヘッドホンのご案内 


本システムでは、2通りの増設ヘッドホンを用意しています。 


コードレスで多人数で楽しむには 

is の□ゴびついたコードレスヘッドホン^を増設することで、多人数でサラウンドを 
楽しめます。 

受信ェ U ア内であれば、何台でを使用可能です。 


トランス三ッター 



本機は、デジタル赤外線伝送ち式を採用 
しているため、アナ□グ方式の赤外線コ 
ードレスヘッドホンは使用出来ません。 



《200己年] 2月現在、 SE - DHP 80011 (月リ売 0) 、 SE - DHP 2000 (月り売 0) びあ0ます。 


通常のヘッドホン（有線タイプ）を接続するには 

PH 日 NES 端テにお手持ちのヘッドホンを接続することにより、サラウンドを楽しめます。 
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故障かな？と思った 5 


故障かな？と思ったら、チェックしてみてください。ちょっとした操作三スび故障と思われびちで 
す。また、本機];!外の原因を考えられます。ご使用の AV 機器などちあわせてお調べください。 
下記の項目に従って再度点検されても直らないとさは、お買い上げの販売店またはノ くイオニ 
アサービスステーションにご連絡ください。 


症状 

考え5れる原因と処置 

音が出ない 

参ヘッドホンの電池の+と一の向さを確認してください。 

•ヘッドホンの電池び完全に消耗していないか確認してください。 
•ヘッドホンの音量を上げてくださし、。 

•ヘッドホンに赤外線び届いていない場合びあります。下記を確認してくださし、。 

①ヘッドホンとトランスミッターの間に障害物びないか。 

③なるべくトランスミッターの近くでヘッドホンを利用する。 

③ トランスミッターの位置や角度を変える。 

④ ヘッドホンの赤外線受光部を手や髪でおおっていないか。 

•ヘッドホソこトランスミッター政がから赤外線び入っている場合びありま 
す。下記を確認してください。 

①ヘッドホンの赤外線受光部に直射日光び当たっていないか。 

③プラズマディスプレイび近くにある場合は、本機を離して設置する。 

参トランスミッターと AV 機器の接続を確認してください。 

参トランスミッターに接続した AV 機器の電源び入っているか確認して、再 
生を始めてください。 

参トランスミッターのアナ□グ入力に接続していると却ま、接続した機器の 
音量を上げてください。 

•トランスミッターの電源びオンになっているか確認してください。 

参 DTS 音声トラックを再生するときは、 DTS に対応した DVD プレーヤーを 
使用してください。また、 Dolby D 间 tal や PCM トラックを選択してください。 

• DVD プレーヤー(ゲーム機を含む)の DTS デジタ J レ出力設定び r オスま 
たは r 切」の状態で、 DTS 音声で収録された DVD を再生している場合は、 
音び出ないことびあります。 DVD プレーヤーに付属の取扱説明書を参照 
して、 DTS デジタル出力設定を r オン」または r 入」に切り換えてください。 

参 DVD プレーヤー(ゲーム機を含む)と本機をアナ□グで接続している状 
態で、 DTS 音声で収録された DVD を再生している場合、音び出ないこと 
びあります。この場合は、デジタルで接続してください。 

参 AC アダプターの接続を確認してください。 

参 INPUT ボタンで入力を正しく選んでいるか確認してください。 

•デジタル接続でデジタル信号のク□ック周波数び悪い場合は、ヘッドホ 
ンから音び出ない、または音切れび発生します。この場合は、アナ□グで 
接続してください。 

D に ITAL 入力 
インジケーター 
が点滅している 

•本機で対応していないヴンプ U ング周波数のデジタル信号び入力され 
ています。 DVD プレーヤー側の出力を 48kHz に設定するか、またはア 
ナ□グ入力をご使用ください。 

DTS 信号のソ 
ースが再生出 
来ない 

•接続している AV 機器(ゲーム機を含む)び DTS 信号の出力に対応して 
しぶい場合は、 DTS 信号出力に対応した機器に変更してください。 

音がひずむ（同 
時にノイズがで 
る場合ちある） 

•トランスミッターの ATT スイッチを r-8 服」に切り換えてください。 

• トランスミッターと AV 機器のヘッドホン端テを接続したとさは、接続した 
機器の音量を下げて < ださい。 
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症状 

考え5れる原因と処置 

音がルさい 

♦トランスミッターの ATT スイッチを「0服」に切り換えてください。(アナ□グ入力晚 
• トランスミッターと A V 機器のヘッドホン端テを接続したとさは、接続した 
機器の音量を上げてください。♦ヘッドホンの音量を上げてください。 

サラウンド効果 
が得5れない 

•ドルビーヘッドホンモードびけスになっている場合は、 r オン」にしてく 
ださい。 

参再生中の音声びマルチチャンネルの信号になっていない場合は、ヴラウ 
ンド効果び得られません。サラウンド音源を持つ音声を再生してください。 

「□□ D 」 インジ 
ケーターが点 
なしない 

• DVD プレーヤー(ゲーム機を含む)の音声デジタ J レ出力の設定び rPCM 」 
になっている場合は、 DVD プレーヤーの取扱説明書を参照して、デジタル 
出力を 「Dolby Di 呂 itaU に設定してください。 

•ドルビーデジタルフォーマットで記録されていない信号を再生している 
場合は、インジケーターは点打しません。ドルビーデジタルフォーマット 
で記録された信号を再生して < ださい。 

•再生中のチャプターの音声びドルビーデジタルになっていない場合は、 
インジケーターは点なしません。ドルビーデジタルフォーマットで記録さ 
れた信号を再生してください。 

「ドルビープ〇 
□ジック n 」 イン 
ジケーターが点 
なしない 

•デジタル入力でステレオ外のフォーマットの信号を再生している場合 
は、インジケーターは点口しません。ステレオフォーマットで収録された 
信号を再生してください。 

•ドルビープ□□ジック町ードび「オスになっている場合は、「オン」にしてください。 

「 DTS 」 インジ 
ケータが点灯し 
ない 

• DVD プレーヤ ー( ゲーム機を含む)の DTS デジタル出力設定び「オフ」 
または r 切」になっている場合は、 DVD プレーヤーに付属の取扱説明書 
を参照して、 DTS デジタル出力設定を「オン」または「入」に切り換えてください。 

• DTS フォーマットで記録されていない信号を再生している場合は、イン 
ジケーターは点巧しません。 DTS フォーマットで記録された信号を再生してください。 

「 DTS 」 インジ 
ケータが点なしない 

• DVD プレーヤーび DTS に対応していない場合は、インジケーターは点 
口しません。 DTS に対応した DVD プレーヤーをご使用ください。 

「 AAC 」 インジ 
ケーターが点 
灯しない 

•デジタル放送チューナーのデジタル出力設定わす PCM 」 になっている場 
合は、インジケーターは点打しません。デジタル放送チューナーに付属 
の取扱説明書を参照して、デジタル出力設定を 「 AAC 」 に切り換えてください。 
• AAC フォーマット記録されていない信号を再生している場合は、インジ 
ケーターは点1 なしません。 AAC フォーマットで記録された信号を再をしてください。 

□に ITAL 

OUT 端子に接 
続した機器から 
音が出ない 

参トランスミッターの電源をオンにしてください。 

•接続したデジタル入力側の機器から信号び出ているか確認して < ださい。 
•アナ□グ入力を選択している場合は、音び出ません。 

デジタル入力を選択してください。 

充電でさない 

参乾電池び入っている場合は、付属の充電式電池に交換してください。 

参付属ながの充電式電池び入っている場合は、付属の充電式電池に交換してください。 

•充電式電池び劣化している場合びあります。その場合は、新しい電池と 
交換してください。 
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使用上のごま意 


ヘッドホンについて 

ヘッドホンは、音量を上げすざると音びが 
にちれます。音量を上げすざて、まわりの人 
の迷惑にならないように気をつけましよう。 

雑音のをい所では、音量を上げてしまい 
びちですび、ヘッドホンで聞 < とさはいつち、 
呼びかけられて返事び出来るくらいの音量 
を目安にしてください。 

ちを刺激するような音量で長時間聴くと、 
聴力に悪い影響を与えることびあります。 

お手入れのしかた 

機器の外装の巧れは、柔らかい巧でから拭 
きしてください。巧れびひどいときは、うす 
い中性洗剤溶液をしめらせた巧でおいてく 
ださい。シンナー、ベンジン、アルコールな 
どは、表面の仕上げをいためるので使わな 
いで < ださい。 


取り扱いについて 

•トランスミッター、ヘッドホンを落としたり 
ぶつけたりなど強いショックを与えない 
でください。故障の原因になります。 

•各機器を分解したり、開けたりしないで 
<ださい。 

電源と設置について 

参長い間使わないとさは、 AC アダプターを 
コンセントから抜いてください。コンセン 
卜からなくときは、コードを弓 I っ張らずに 
必ず AC アダプター本体をつかんで抜い 
て < ださい。 

•次のような場所には置かないでください。 

•窓を閉め切った自動車の中や直射曰光び 
当たる場所、及び暖房器具の近くなど温 
度び非常に高い所。 

•ほこりのをい所。 

-ぐらついた台の上や傾いた所。 

•振動の多い所。 

-風呂場など、湿気の多い所。 

異常や不具合が起さたら 

•万一異常や不具合び起さたり、異物び中 
に入ったときは、すぐに電源を切り、お買 
い上げ店、またはノ くイオニアサービスス 
テーシヨンの窓□にご相談ください。 

•お買い上げ店、またはサービス窓□にお 
持ちなる際は、必ずヘッドホンとトランス 
三ッターを一緒にお持ちください。 
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保証と アフターサービス 


保証書(別添)について 

保証書は、必ず「販売店名•購入曰」などの記 
入を確かめて販売店から受け取っていただ 
さ、内容をよくお読みのラえ、大切に保管し 
て < ださい。 

保罰期間はご購入曰か51年間です。 


補修用性能部品の最低保有期間 

ステレオの補修用性能部品の最低保有期間 
は製造打ち切り後6年です。 

性能部品とは、その製品の機能を維持する 
ために必要な部品です。 


修理に関ずるご質問、ご相談 

お買い上げの販売店へご依頼ください。ま 
た、ご転居されたりご贈答品などでお買い求 
めの販売店に修理のご依頼びでさない場合 
は、修理受付センターにご相談ください。 
所在地、電話番号は付属の「ご相談窓□•修 
理窓□のご案内」をご覧ください。 

仕 


修理を依頼されるとき 

28〜29ページに従って調べていたださ、 
なお異常のあるとさは、必ず電源プラグを 
抜いてから、お買い上げの販売店にご連絡 
<ださい。 

連絡していただきたい内容 


♦ お名前 • ご住所 ♦ お電話番号 
• 製品名：デジタルコードレスサラウンドヘッドホン 
•型き: SE - D 旧呂〇 ocn 
• お買い上げ日♦故障の状況(できるだけ詳しく) 

■ 保証期間中は： 

修理に際しては、保証書をご提示 < ださい。 
保証書に記載されている当社の保証規定に 
基づを修理いたします。 

■ 保証期間が過ぎているとさは： 

修理すれば使用できる製品については、ご 
希望により有料で修理いたします。 

■ お願い： 

修理のために本機をお持ち込みいただく際 
は、部分的な故障と思われる場合でちシス 
テム全体での動作確認び必要となるため、 
全機器をお持ち込み願います。 

様 


■トランスミッター TRE-D 80011 

デコーダー機能 

KJ レビーデジタル(サラウンド EX を含む） 

ドルビープ□□ジック n 
DTS(DTS-ES を含む） 

MPEG-2 AAC 

PCM(Fs=32kHz, 44.1kHz, 48kHz) 

ドルビーヘッドホン （ DH ) モード 

DH1/DH2/DH3/0FF 
ドルビープロロジック n モード 

AUT0/M0VIE/MUS に/ OFF 
変調ち式 DQPSK 

副搬送波周波数 3.7 已 MHz 
到達距離 正面約 8m 

伝送帯域 1吕 Hz 〜 22KHZ 

ひずみ率 0 .l%l；rF(lKHz) 

音声入力 光デジタ j レ入力（角型） X1 

同軸デジタル入力旧 CA 端テ) X ] 
電源 アナ□グ入力 （RCA 端子 L/R)xl 

DC9V (付属の AC アダプターを使用） 
外お寸法 209 (幅）X己0搞さ） 

(突起部含まず）X104 (契行き） mm 
質量 約已 20g 


■ヘッドホン SE-DHP 80011 

再生周波数帯域 1 2HZ 〜 22KHZ 

電源 DC2.4V (付属充電池 X2) 

DC3V (単3形乾電池 X2) 
質量 約2已〇旨情池含まず） 

■付属品 

AC アダプター (9V 800 mA) XI 
専用充電式ニッケル水素電池（単3形） X2 
光デジタル接続ケースレ （ 1.已 m) X1 
縦置き用スタンド X] 

取扱説明書 X] 

保証書 X] 

ご相談窓 □ • 修理窓□のご案内X1 


♦本機の仕様および外観は改良のため 
予告なく変更することびあります。 


そ 

の 

他 
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商品に関するお問い合わせおよびカタ□グのご請求は下記のカスタマーヴポートセンターへお電話でどラぞ(全国共通む 
カスタマーサポートセンター 

•家庭用オーディオ/ビジュアル商品のお問い合わせおよびカタ□グのご請求窓 □ W 0070-800-8181-22 

【一般電話】03-已 496-2986 

•FAX 受付 03-3490 —已718 


(ごを意)市が局番「0070」で始まるフリーフォンは PHS 、 携帯電話、自動車電話、列車公衆電話、船舶電話、ピンク電話 
および海外からの国際電話などではご利用になれません。また【一般電話】は、携帯電話、 PHS 等からのご利用び可能です 
び、通話料金びかかります。あらかじめご了承ください。 


参営業時間/月〜金曜9:30〜18:日0 ±曜•日曜•祝日9:30〜12 :〇〇、 ] 3 :〇〇〜17の〇(弊社休業日除く) 


お客様ヴポート 

商品について良くあるお問い合わせ-カタ□グ請求-お客様登録など 

http://www. pioneer, co. ip/support/index, html 


愛情点検 


長年ご使用のオーディオ製品の点検をおすすめ 
いたします。こんな症状はありませんか？ 


の 


•電源コードや電源プラグが異常にあつくなる。 
•電源コードにさけめやひび割れがある。 
•電気が入ったり切れたりする。 

•本体から異常な音、熱、臭いびする。 


な 


すぐに使用を中止し、電源プラグをコンセントか5抜さ、 
故障や事故防止のため電気店またはノ くイオニアサービス 
ステーシヨンに点検(有料)をご依頼ください。 
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